
第９回 上田市上下水道審議会 次第 

 

日 時  令和２年２月７日（金）午前１０時開会 

場 所  真田地域自治センター３階講堂 

 

１ 開会 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 議事 

（１）上田市上下水道事業経営戦略の見直し（案）について（事前に送付した冊子及び資料 １） 

 

（２）藤原田処理場の農業集落排水事業会計から公共下水道事業会計への移行について（資料 ２） 

 

（３）上田市の上下水道について（資料 ３、４）  

  ア 上水道事業について  

  イ 下水道事業について  

 

 

４ その他  

 

 

５ 上下水道局長あいさつ 

 

 

６ 閉会 



資料の修正について

　令和元年11月1日付けで送付した「上田市上下水道事業経営戦略（改訂版）」（案）のうち、次の部分の修正をお願いします。

○１０ページ　　第１章　水道事業の現状と課題
   　２　水道施設
　　（３）　施設・管路の老朽化及び耐震性の不足

修正前

（中略）　さらに1980年から2000年のピーク時に布設した管路が今後更新時期
を迎えることとなるため、計画的に更新を実施していかなくてはなりません。
　近年、東日本大震災、熊本地震などの大規模地震が頻発し、～

修正後

　「（中略）計画的に更新を実施していかなくてはなりません。」までとし、「近
年、東日本大震災、熊本地震などの～」以降を、新たに「３　災害・危機管理対
策」の項目を設ける。
　　内容については、別紙のとおり。
　以降の項目番号が８まで一つずつずれる。

○１１ページ　　５　有収率（※8）　　下表

修正前 修正後

令和２年２月７日 

上下水道審議会 

資料 １ 

上田市（平成30年度決算） 全国平均（平成29年度決算）

有収率 83.54% 89.17%

※全国平均の平成30年度決算は未発表

上田市（平成30年度決算） 全国平均（平成30年度決算）

有収率 83.54% 89.92%
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　　 （２）　災害時の迅速な復旧体制と応急給水体制の構築
　　　　 イ　緊急時の応急給水体制の整備

　　 （３）　親しみがあり信頼される水道事業づくり
　　　 　イ　効果的な広報活動の実施

修正後

○１７ページ　　第２章　経営の基本方針　

○１９ページ　　第２章　経営の基本方針　

　　　　　　　　　　　２　災害に強い強靭な施設づくり

修正前 修正後

（中略）　給水拠点となるよう、広域避難所を中心に仮設給水タンクを設置を進
めるとともに、停電が発生しても浄水場や送水施設等が機能を失わないよう、
自家発電設備の設置を進めて行きます。

（中略）　給水拠点となるよう、広域避難所を中心に仮設給水タンクの設置を進
めるとともに、停電が発生しても浄水場や送水施設等が機能を失わないよう、
自家発電設備の設置を進めて行きます。

（中略）　合わせて、菅平地区の水源から取水した水を500ｍｌのペットボトル「菅
平の天然水」として作製しており、各種イベントでの配布など、上田市の安心・
安全な水について周知を図っています。

　　　　　　　　　　　３　安定した事業経営の持続

（中略）　合わせて、菅平地区の水源から取水した水を500ｍｌのペットボトル「菅
平の天然水」として作製しており、各種イベントでの配布など、上田市のおいし
い水について周知を図っています。

修正後

別紙のとおり
・「平成30年度全国平均」（各表右上）の数値を修正
・空欄になっていた「類団平均」の数値を入力

修正前

○１３ページ　　経営比較分析表（水道事業）　下表

修正前
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　　 （５）　他事業体の広域的連携
　　　　 ア　広域的連携による事業基盤の強化

○３３ページ　　第１章　下水道事業の現状と課題　
　　　　　　　　　　　３　災害・危機管理対策

修正前

修正前

修正前 修正後

　財政面や人材不足等に対応していくため、今後も千曲川流域を中心とした長
野県企業局の給水区域が重複する市町である「長野県企業局、長野市、上田
市、千曲市、坂城町」の5事業体で進めている「千曲川流域グループ」と上小圏
域を中心とした「長野県企業局、上田市、東御市、長和町、青木村」の5事業体
で進めている上小圏域グループとの広域的な連携について検討を進めていき
ます。

修正後

財政面や人材不足等に対応していくため、今後も千曲川流域を中心とした長
野県企業局の給水区域が重複する市町である「長野県企業局、長野市、上田
市、千曲市、坂城町」の5事業体で進めている「千曲川流域グループ」と上小圏
域を中心とした「長野県企業局、上田市、東御市、長和町、青木村」の5事業体
で進めている「上小圏域グループ」との広域的な連携について検討を進めてい
きます。

　　　　　　　　　　　３　安定した事業経営の持続
○１９ページ　　第２章　経営の基本方針　

全文 追記（別紙のとおり）

○３７ページ　　経営比較分析表（公共下水道事業）　下表

別紙のとおり
・「平成30年度全国平均」（各表右上）の数値を修正
・空欄になっていた「類団平均」の数値を入力

修正後
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　　1.　経営の健全化・効率化について

　　1.　経営の健全化・効率化について

修正後

別紙のとおり
・「平成30年度全国平均」（各表右上）の数値を修正
・空欄になっていた「類団平均」の数値を入力

修正前 修正後

別紙のとおり
・「平成30年度全国平均」（各表右上）の数値を修正
・空欄になっていた「類団平均」の数値を入力

○４１ページ　　経営比較分析表（農業集落排水事業）　下表

○３９ページ　　経営比較分析表（特環公共下水道事業）　下表

修正前 修正後

○３８ページ　　【表の分析】

　経常収支比率が100％を越え、累積欠損金比率が0％であり、経費回収率が
100％を超えていることから、経営の健全性は保たれていると考えられます。
（後略）

　経常収支比率が100％を超え、累積欠損金比率が0％であり、経費回収率が
100％を超えていることから、経営の健全性は保たれていると考えられます。
（後略）

修正前

　経常収支比率が100％を越え、累積欠損金比率が0％であり、経費回収率が
100％を超えていることから、経営の健全性は保たれていると考えられます。
（後略）

○４０ページ　　【表の分析】

修正前 修正後

経常収支比率が100％を超え、累積欠損金比率が0％であり、経費回収率が
100％を超えていることから、経営の健全性は保たれていると考えられます。
（後略）
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　　1.　経営の健全化・効率化について

　　1.　経営の健全化・効率化について

　経常収支比率は100％を越え、累積欠損金比率は0％ですが、経費回収率
が100％を下回っています。使用料で経費を回収できておらず、一般会計の繰
入金で補てんしている状況にあります。（後略）

　経常収支比率は100％を超え、累積欠損金比率は0％ですが、経費回収率
が100％を下回っています。使用料で経費を回収できておらず、一般会計の繰
入金で補てんしている状況にあります。（後略）

修正前 修正後

別紙のとおり
・「平成30年度全国平均」（各表右上）の数値を修正
・空欄になっていた「類団平均」の数値を入力

○４４ページ　　【表の分析】

修正前 修正後

　経常収支比率は100％を越え、累積欠損金比率は0％ですが、経費回収率
が100％を下回っています。使用料で経費を回収できておらず、一般会計の繰
入金で補てんしている状況にあります。（後略）

　経常収支比率は100％を超え、累積欠損金比率は0％ですが、経費回収率
が100％を下回っています。使用料で経費を回収できておらず、一般会計の繰
入金で補てんしている状況にあります。（後略）

○４３ページ　　経営比較分析表（小規模集落排水処理事業）　下表

修正前 修正後

第2編　水道事業
第1章　水道事業の現状と課題のうち
「3　災害・危機管理対策　……10」を追記
以降、「8　経営戦略の検証」までの項目番号が一つずつずれる。

○目次について

○４２ページ　　【表の分析】

修正前 修正後
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